
「比治山型アクティブ・ラーニング」の構築と実践
ー 年度「日本語表現研究」における取組報告ー

テーマⅠ・Ⅱ複合型 アクティブ・ラーニング＆学修成果の可視化
比治山大学・比治山大学短期大学部

生涯にわたって自ら学び続ける人材の育成をめざして

１ はじめに

比治山大学・比治山大学短期大学部：平成26年度「大学教育再生加速プログラム（AP）」【テーマⅠ・Ⅱ複合型】に選定
（テーマⅠ：アクティブ・ラーニング）
◆コアAL科目群の選定と、比治山型アクティブ・ラーニング授業の推進
◆AL推進室の開設とAPセミナー・ALワークショップ等の開催
◆「４×３の比治山力」の策定と、「学修の手引き」の作成
◆「アクティブ・ラーニング実践事例集」の作成
（テーマⅡ：学修成果の可視化）
◆「Hi!way」システムを使った学修ポートフォリオの導入
◆「比治山型ディプロマ・サプリメント」の構築

☆（テーマⅠ実践例） 比治山大学現代文化学部言語文化学科日本語文化コース（専門科目／３年）「日本語表現研究」 ※自由領域科目のため、現代文化学部生は履修可能

２ 授業の目的

年度「日本語表現研究」 ※本授業（プロジェクト活動）は、比治山大学現代文化学部マスコミュニケーション学科村上ゼミの協力を得て、映像記録として保存
◆学びの成果をどのような形で地域に還元することができるかを考え、実践していく授業
◆日本語文化コースの 「地域社会や現代社会における諸課題について、その本質を追究する視点と姿勢とを持ち、豊かな発想力をもって解決策を見出す力」の修得をめざす

年度は、医療法人社団恵正会、 医療福祉専門学校、比治山大学との産学連携プロジェクトを展開

【介護従事者養成機関・介護施設における課題】
★広島弁を知らない若年者・外国人介護従事者が抱えるコミュニケーションの問題

医療現場における「方言の壁」

広島弁による介護実習ビデオ
３ 授業の概要

①「方言の壁」を解消するコンテンツの作成（その1）
◆広島弁による介護実習ビデオ（介護の手順だけでなく、現場で使われる広島弁会話を学ぶことができるものを作成）

医療専門学校や介護施設の訪問 介護実習ビデオ用のシナリオを作成 DVD撮影
⇒介護の手順、現場で交わされる会話の取材、広島弁の採取 ⇒入浴介助・機能訓練等、現場で想定される６つのシーン ⇒演出（比治山大学）、演者（IGL・恵正会）、撮影（恵正会）

◆授業開始時に行ったアンケート

（Google Formsを使用）

◆授業終了時に行ったアンケート（Google Formsを使用）

「４×３の比治山力」に基づいた自己評価

文系の学部学科⇒大学での学びと社会との結び付きをすぐに実感するのが難しい分野が多い
しかし授業運営の工夫次第では「自分は何を学び、何を身につけ、どのような力を持つのか」といった自身の強みを意識化させ、社会に接続させることも十分可能

日本語文化コースで学んだ専門知識（文学・語学・歴史文化・表現創作）を活かし、
課題の解決につながるコンテンツを作成し、現場で活用してもらう

比治山大学 学生約 名医療福祉専門学校 学生約 名
医療法人社団恵正会スタッフ約 名

②「方言の壁」を解消するコンテンツの作成（その2）
◆広島ことばカルタ（医療従事者が広島弁を学ぶ教材、被介護者のためのレクリエーション用品、介護従事者と被介護者のコミュニケーションツールとなることを想定し作成）

介護施設等での広島弁採取 カルタ作成（絵札：写真／読札：広島弁会話） カルタの活用 広島ことばカルタ
⇒広島弁リストの作成 デイサービスセンターなごみの郷にて 安芸太田町シニアクラブ（比治山大学訪問）

利用者のレクリエーションとして 学生とシニアクラブ交流のレクリエーション

４ 授業の成果と課題

完成披露試写会・プロジェクト総括 2019年１月28日（於：比治山大学 10号館多目的ホール）

P：学生の実情・事態の把握
⇒D：それに基づいたアクティブ・ラーニングの導入

⇒C：授業評価アンケート・リフレクションシート等による振り返り
⇒A：取組内容や形態の共有、改善へ向けたディスカッション
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